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* Version 7.002  2010/10/01 MaterialDataと連動 

* Version 7.003  2010/10/03 MaterialData起動はデータ選択後 

* Version 7.004  2010/12/10 step1.0 で 0-359に限ってエラーstdlib修正 

* Version 7.100  2010/12/13 popLA向け一般ユーザに開放 

* Version 7.101  2010/12/31 StandaradODF2.5を追加 

* Version 7.102  2011/01/05 popLA max100->計算に変更 

* Version 7.103  2011/01/05 popLA 測定されていない領域は 0．０とした 

* Version 7.104  2011/01/12 LaboTexでも polAに変換、変換モードを設定すれば良いが 

* Version 7.105  2011/01/15 StandardODF変換では StadardODFディレクトリ以下に登録 

* Version 7.105  2011/01/15 StandardODF変換ではファイル名に_RD25を追加 

* Version 7.106  2011/01/19 StandardODFの Dirを STndardODF でセットした Dirから取得 

* Version 7.107  2011/02/17 全てのＯＤＦ用のサブディレクトリを作成し、ファイルを格納 

* Version 7.108  2011/09/09 格子定数表示が１桁足りない修正 

* Version 7.109  2011/09/09 極点図の中心は平均値へ 

* Version 7.110  2011/10/02 初期セットの値が Siemensと StandardODFが入れ違いになっていた。 

* Version 7.111  2012/02/03 TexTools(pol)に Clockwise rotation をサポート 

* Version 7.112  2012/02/13 popLAに Clockwise rotationをサポート 

* Version 7.113  2012/02/23 Bungeformatをサポート 

*Version 8.00Z3 2012/06/10  新しい管理に変更 

*Version 8.04  2012/09/15  popLAから CW,CCWを外す。 

*Version 8.05  2012/11/27  MULTEX向け TXT２対応 

*Version 8.06  2012/11/30 Multex(TD be-ta=0)CCWTXT2に変更 

* Version 8.07   2013/01/23 Vector 法の見直し 

* Version 8.08   2013/01/24 TEXT 表示を TextDisplayからｎｏｔｅｐａｄに変更 

* Version 8.09   2013/01/28 HelperTex CCW追加、Conditionsave見直し 

* Version 8.10   2013/03/04 Outside text 作成ファイル名入力可能に 

* Version 8.11   2013/04/07 popLA解析時、work¥PFtoODF3¥popla80.txtファイルあれば 

*                外周４点による３次式の外挿を行う。 

*Version 8.12  2014/02/05 エラー処理の変更 

*Version 8.13   2014/02/17 Icon 変更 

* Version 8.14   2014/06/30 極点図の中心強度を平均値に変更 

* Version 8.15   2015/03/16 Ｌｉｍｉｔより新しいファイルが選択されたとき、エラーファイル作成処理追加 

* Version 8.16   2015/09/22 極点図中心データの平均を行った後、中心データを小数点以下４桁に修正 

*Version 8.17   2015/11/07 単独ファイル選択の場合、Bungeformatの修正 BungeEpfWrite() 

* Version 8.18   2015/11/19 Space 対策 EpfFileMake() name->'"'+name+'"' 

* Version 8.19   2015/12/08 popLA75->80 を 75->75 

* Version 8.20   2015/12/19 popLAの５deg以外に対応 

* Version 8.21   2016/01/11 TXT2 複数選択で非選択に対応 

* Version 8.22   2016/01/27 popLA RAW ファイルＩＡＶＧformat変更 popLArawwrite() 

*Version 8.23   2016/02/17 popLA *CW->*CCWに変える。 

* Version 8.24   2016/10/04 極点図の中心平均切り替え機能追加 

* Version 8.25   2016/10/05 Averageの StandardODF修正 



*Version 8.26 2016/12/14 Vector法、平滑化部分修正 

* Version 8.27   2017/02/12  FileSelectで等高線極点図を表示 

*Version 8.28   2017/03/08 デフォルト ODFを最終 ODFとする 

*Version 8.29   2017/07/11   最終ファイル作成に失敗を修正  

*Version8.30   201711/16   TexToolsのNEWファイル作成を上書きに変更 

*Version8.31   2018/01/05  StandardODFテキスト中心データ１点異なる修正 

*Version8.33   2018/02/12  MTEX サポート 

*Version8.34   2018/04/12  Vector 法向けＣＳＶファイル作成 

* Version 8.34   2019/04/12 Vector 用透過、反射 csvファイル対応(40,45,50) 

* Version 8.35   2018/07/03 0.0001 以下は０とした 

*Version 8.40  2018/11/02  TexToolsデータ測定されていない領域の zeroデータ削除（処理が安定しない） 

     測定されていないを含めないと、繰り返いし計算で結果が異なる 

*Version 8.41 2018/12/24  入力データがＴＸＴの場合、極点図の表示は行わない stdlib.TXT2poledisp 

*Version 8.42 2019/07/06  TXT2 複数選択時 Stepが細かいと選択できない修正、 

*Version 8.43 2019/07/15  加工データのＴＸＴ２ファイル作成追加 

*Version 8.45 2019/09/17 対称性の見直し 

*Version 8.46 2019/10/07 popLA 測定されていないα８０度のデータ予測を修正で予測なしとした 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１． 概要 

２． 入力データ 

３． データ処理の流れ 

４． ソフトウエアの使い方 

４．１ 起動 

４．２ 機能配置 

４．３ メニュー 

 ４．３．１ Ｆｉｌｅメニュー 

 ４．３．２ Ｏｐｔｉｏｎメニュー 

 ４．３．３ データ対称操作 

  ４．３．４ ソフトウエアメニュー 

 ４．３．５ Ｄａｔａメニュー  

５．アルミニウムデータを PoleFigure2で処理し、PFtoODF3で加工 

５．１ PFtoODF3に極点処理結果ファイルを反映 

６．ＯＤＦファイルの作成 

６．１ Ｖｅｃｔｏｒ法データの作成 

   ６．２ ＬａｂｏＴｅｘデータの作成 

   ６．３ ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦデータ作成 

      ６．４ ＴｅｘＴｏｏｌｓ（ＣＣＷ）データの作成 

    ６．５ ｐｏｐＬＡ（ＣＷ）データの作成 

   ６．６ Ｂｕｎｇｅデータの作成 

   ６．７ ＭｕｌＴｅｘデータの作成 

   ６．８ ＭＴＥＸデータの作成 

 ７．ＬａｂｏＴｅｘの向けデータの作成（ＭａｒｅｒｉａｌＤａｔａ） 

   ７．１ Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ例 

   ７．２ Ｍｏｎｏｃｌｉｎｉｃ例 

   ７．３ Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ例 

 ８．Ｔｒｉｇｏｎａｌ（Ｒｈｏｍｂｏｈｅｄｅｒａｌ） 

 ９．体心正方晶から面心正方晶への変換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１． 概要 

 本ソフトウエアは、正極点処理結果データ(TXT,TXt2)から各種ＯＤＦ入力データに変換する事を 

   目的としています。登録されているＯＤＦ以外での対応も簡単に追加できます。 

２． 入力データ 

 ＴＸＴデータ 

  β角度、極密度の羅列 

   

   

 ＴＸＴ２データ 

  α角度、β角度、極密度の羅列 

   

 

   

 



３． データ処理の流れ 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

     複数の正極点を同時処理 

     （バックグランド、ＲＤ，平滑化、defocus、規格化） 

     出力ファイル（ASC,TXT,TXT2） 

 

 

 

                                   ＴＸＴ２極点図入力 

     出力ファイル 

      Ｖｅｃｔｏｒ法（ＣＣＷ） 

      ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ（ＣＣＷ） 

      ＴｅｘＴｏｏｌｓ（ＣＣＷ，ＣＷ） 

      ＬａｂｏＴｅｘ（ＣＷ，ＣＣＷ） 

      ｐｏｐＬＡ（ＣＣＷ，ＣＷ） 

      Ｂｕｎｇｅ（ＣＣＷ） 

      ＭｕｌＴｅｘ（TD:β=0の CCW TXT2） 

      ＭＴＥＸ 

      その他 

 

       

  

 

   

 

  CW,CCWとは 

   極点図データの並びで、通常、RDを起点とするが、Multexは TDを起点とし 

   CW：ClockWise（時計回転方向） 

      CCW: Counter-ClockＷise（半時計回転方向） 

  注意：TD方向は、CWは右、CCWは左に記載が妥当であるが、曖昧になっている。 

 

 

 

複数の極点測定データ（ Rigaku, Bruker, PANalytical） 

ＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエア 

ＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエア 

各種ＯＤＦテキストデータ 



４． ソフトウエアの使い方 

４．１ 起動 

 ソフトウエアの実態は、C:¥CTR¥bin¥PFtoODF3.jar 

１） このファイルを直接マウスクリックで起動 

 

 ２） PoleFigure2ソフトウエアで極点処理(Calc)を終了後、ODFボタンで起動 

   

   PoleFigure2ソフトウエアで処理したファイルが引き継がれる。 

  ３） PoleFigure2ソフトウエアの TooKitメニューの PFtoODF3から起動 

   

   



４．２ 機能配置 

  物質指定       パラメータの初期化 

  格子定数、指数のチェックと指定  複数同時入力ファイルの選択（極点図表示） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  入力ファイル名表示              出力ファイル名指定 

 入力ファイルの単一指定       入力データα範囲表示 

    入力データの指数と２θ角度 

  極点図中心密度の平均化  出力ファイルのα範囲指定 

          作成するデータ指定 

  データ平均化状態表示 

  

 

    出力ファイル作成 

 

 

 



４．３ メニュー 

 ４．３．１ Ｆｉｌｅメニュー 

   

  Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎ ｓａｖｅ 

   Ｌａｔｔｉｃｅ ｃｏｎｄｉｔｉｏｎと指数のバックアップ 

   次回起動時にバックアップされたパラメータが表示される。 

  Ｅｘｉｔ 

   プログラムを終了する。 

 

 ４．３．２ Ｏｐｔｉｏｎメニュー 

         Ｖｅｃｔｏｒ法 

 

 

        ＬａｂｏＴｅｘの標準データ 

        ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦの標準データ 

 

 

 

       ＴｅｘＴｏｏｌｓの標準データ 

 

 

        ＴｅｘＴｏｏｌｓ標準データ(不安定) 

        TexToolsが改善されていない 

        ｐｏｐＬＡの標準データ 

 

 

        旧リガクＯＤＦの入力データ 

 

          Ｍｕｌｔｅｘ標準データ 

 

        ＭＴＥＸ 

        ＪＴＥＸ（ＡＴＥＸ） 

 

   CW,CCWは、極点図データの回転方向 

 ＯＤＦ解析を非対称（Triclinic）で解析を行った場合、CW,CCWで ODF図がシフトします。 

 LaboTexを非対称で解析し、他の ODFと比較する場合、LaboTex内の CW->CCWをご使用下さい。 

 ＣＷで読み込んだ時、ＴＤは極点図の左側、ＣＣＷは右側配置になります。 

 この様に表現すると合理的と考えます。 



 ＬａｂｏＴｅｘ（ＣＷ） 

   

 ＴｅｘＴｏｏｌｓ（ＣＣＷ） 

   

 ＭＴＥＸ（ＣＣＷ） 

   

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ（１／４対称なので、回転方向は関係ありません） 

   

  １／４対称のＯＤＦでは、ＴＤ方向は関係なし、 

  長嶋先生はＴＤを左、 

  H.-J.Bunge(Texture Analysus Material Science)はＴＤは左表現 

 

 



 ４．３．３ データ対称操作 

   

  Ｆｕｌｌ 

   対称操作を行わない 

  Ｈａｌｆ 

   １８０度、左右対称操作 

  Ｑｕａｔｅｒ 

   ９０度、対称操作 

  Ｆｉｂｅｒ 

   β方向を平均化 

  Ｈａｌｆ，Ｑｕａｔｅｒ機能は非対称極点図を扱うＬａｂｏＴｅｘ，ＴｅｘＴｏｏｌｓ向けで 

  他のＯＤＦに関しては、Ｆｕｌｌのみをサポートしています。 

 

 ４．３．４ Ｓｏｆｔｗａｒｅメニュー 

   

  ソフトウエアのバージョン表示 

 

 ４．３．５ Ｄａｔａメニュー 

   

  マイナスデータの扱いを指定 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ５．アルミニウムデータを PoleFigure2 で処理し、PFtoODF3で加工 

  入力データ 

   

複数のＡＳＣファイルを選択―＞極点図を表示する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バックグランド処理、ｄｅｆｏｃｕｓ指定で計算を行う。処理結果極点図が表示 

 

  処理されたＴＸＴ２ファイルが作成される。 

   



５．１ PFtoODF3に極点処理結果ファイルを反映 

  ODFPoleFigure2 ソフトウエアの ODFボタンを押す 

   

 

  

  ODFPOleFigure2ソフトウエアで処理したデータが反映される。 

 でアルミニウムを指定する。 

  

 

 

 

 

 

 



   

  Return Structureで 

  格子定数の表示と、指数の適合性をチェックし、問題なければ、紫色で表示する。 

   

  

 

LaboTexにチェックを入れた場合、指数の入れ替えが行われ、 

PFtoODF3の指数変更が行われる。 



６． ＯＤＦファイルの作成 

  ６．１ Ｖｅｃｔｏｒ法データの作成 

     Ｖｅｃｔｏｒ法は、（１００）は完全極点図、それ以外は不完全極点図を対応 

    （１１１）極点図のＶｅｃｔｏｒ法データを作成 

    Optionで outside(Vector)を選択し、ファイル名を入力 

  Outside CSV(Vector)では、α=30degを２列登録される。 

     

 

  

  OutSide Textボタンを押す。 

 作成された１１１．ｔｘｔデータが表示される。 

  

  ディレクトリＯＵＴＳＩＤＥが作成 

  

 ＯＵＴＳＩＤＥディレクトリに 111.TXTが作成 

  



 ６．２ ＬａｂｏＴｅｘデータの作成 

  ＬａｂｏＴｅｘは複数の極点データ、α範囲が異なっていても、ドーナツ極点図も可能 

  Optionで*LaboTex(CW)を選択し、ファイル名を入力 

 

 

  Epf file saveボタンを押す 

  

ディレクトリＬａｂｏＴｅｘが作成 

 

ＬａｂｏＴｅｘディレクトリにＣＷ￥ＡＬ．ｅｐｆファイルが作成 

 

 



６．３ ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦデータ作成 

    極点図の中心からα範囲の同一の複数の極点図を選択、 

    Optionで*StandardODFを選択 

  

  StandardODF txtボタンを押す 

  

 ディレクトリＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦが作成 

  

 

 ＳｔｙａｎｄａｒｄＯＤＦディレクトリと C:¥ODF¥PFDATAに以下のファイルを作成 

 StandardODFが指定場所にインストールされていない場合、C;￥ODF以下のファイルは作成されない 

  

  

 

 

 

 

 

 

 



６．４ ＴｅｘＴｏｏｌｓ（ＣＣＷ）データの作成 

 ＴｅｘＴｏｏｌｓは複数の極点データ、α範囲が異なっていても、ドーナツ極点図も可能 

  Optionで*TexTools(CCW)を選択する。 

  

  TexTools(pol) txtボタンを押す 

  

 ディレクトリＴｅｘＴｏｏｌｓが作成 

  

 ＴｅｘＴｏｏｌｓディレクトリに TexTools入力ファイルが作成される。 

  

  

 

 

 

 

 

 



６．５ ｐｏｐＬＡ（ＣＷ）データの作成 

 ｐｏｐＬＡは複数の極点データ、α範囲が０－＞８０度の範囲、 

 ０－＞７５度のデータでも、外周を１点拡張することで、０―＞８０度の範囲が得られる。 

 C:¥CTR¥work¥PFtoODF3¥popla80.txtが存在すると、自動的に拡張が行われる。 

  Optionで*popLA(RAW)CWを選択する。ファイル名を入力し、 

  

  popLA(RAW)CWボタンを押す 

 C:¥CTR¥work¥PFtoODF3¥popla80.txtが存在する場合 

  

 C:¥CTR¥work¥PFtoODF3¥popla80.txtが存在しない場合 

  

 ディレクトリｐｏｐＬＡが作成 

  

 ｐｏｐＬＡディレクトリに、以下のファイルが作成される。 

  

 ＤＥＦ，ＲＡＷファイルをｐｏｐＬＡのディレクトリ C:¥Xにコピーする。 



６．６ Ｂｕｎｇｅデータの作成 

 Ｂｕｎｇｅは複数の極点データ 

  Optionで Bunge(PF)を選択、ファイル名の入力し 

  

 Bunge(PF)textボタンを押す 

  

 Ｂｕｎｇｅディレクトリが作成され、 

  

 Ｂｕｎｇｅディレクトリに AL.PFファイルが作成される。 

  

 

 

 

 

 



６．７ ＭｕｌＴｅｘデータの作成 

   ＭｕｌＴｅｘは複数の極点データに対応 

 OptionでMulTex(TD:β=0)CCWTXT2を選択、ファイル名を入力し 

  

 TXT2CCWfile saveボタンを押す 

  

 TXT2ディレクトリが作成 

  

 TXT2ディレクトリに複数の TXT2ファイルが作成される。 

  

 通常の TXT2ファイルと異なり、α＝０は極点図の中心で、β＝0は TD方向である。 

 （通常の TXT2ファイルは、β＝９０が極点図の中心で、β＝は RD方向で CCW回転） 

 

 



６．８ ＭＴＥＸデータの作成 

 ＭＴＥＸは、極点データ処理を行ったＡＳＣデータを」読み込む 

７．ＬａｂｏＴｅｘの向けデータの作成（ＭａｒｅｒｉａｌＤａｔａ） 

ＬａｂｏＴｅｘでＺ軸と[001]方位を一致させ、基本面はＸＺ面で[100]方向と一致してる。 

また、ａ，ｂ，ｃ軸の取り方も異なる事がある。 

  

 

この影響でＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ、Ｍｏｎｏｃｌｉｎｉｃ、Ｔｒｉｇｏｎａｌでは通常のＩＣＤＤ指数

が異なる 

 

 

 

 

この変更をＭａｔｅｒｉａｌＤａｔaで実現している。 



７．１ Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ例 

 

 

LaboTex用を選択すると 

 

 

格子定数と指数の入れ替えが行われる。 

 



  ７．２ Ｍｏｎｏｃｌｉｎｉｃ例 

 

 

LaboTex用を選択すると 

 

 

格子定数と指数の入れ替えが行われる。 

 



  ７．３ Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ例 

 

 

LaboTex用を選択すると 

 

 

格子定数と指数の入れ替えが行われる。 

 



 ８．Ｔｒｉｇｏｎａｌの例 

   ＩＣＤＤではＴｒｉｇｏｎａｌはＨｅｘａｇｏｎａｌとして登録されている。 

   ＴｒｉｇｏｎａｌとしてＯＤＦ解析する場合、格子定数と指数の変換が必要になります。 

  

   

  Hexagonal->Trigonalを選択で格子定数と指数の入れ替えが行われる。 

  

  



 ９．体心正方晶から面心正方晶への変換 

   体心正方晶は、ａ軸を√２倍することで面心正方晶に変換出来る。 

 

 

LaboTexと toFaceCenterTetragonalを選択で軸変換が行われる。 

 

 


